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E, 胸壁を包む緑陰に囲まれた駐車場は、キッチンカーを用いると、
イベント広場としても活用可能で、木陰のあるグリーンベルトが涼
やかな観覧席となります。

海をのぞむ
カウンター手摺

海をのぞむ
カウンター胸壁

涼しい海風をイベント
広場に導く

下水

胸壁を挟んだ街
側は、駐輪場の
輪留めとなる。

胸壁を挟んだ海
側は、屋外劇場
のロングベンチ

屋根下はモニュメ
ントを囲む観覧席

海風

海風

テーマ② : 港を訪れた誰もが港内の回遊ができ快適に安心して過ごせる施設づくり　　 テーマ③ : 魅力的でありかつ合理的で実現性の高い施設づくり　　

三原城の石垣に使われている花崗岩は三原市に多く分布し、耐久性が高く吸水性が低い特徴
を持っています。この地域の石を活用し、海を囲む屋外劇場を構築することで浮城の城下町
の風景を強化しながら、耐久性が高く維持管理が容易な計画とします。
また、採石された石は、石材として活用することはもちろん、製材の際に生まれる残材や
石屑を骨材として利用したコンクリート平板を、港の海際の舗装材として活用することで、
海際におけるコンクリート打設等による海洋汚染を最小化しつつ、地場の材料を余すことな
く活用する経済的で無駄のない計画とします。

瀬戸内の島の基部としての街に向けられたグリーンベルトは、屋根やグランドカバーには定
期的な管理が必要な一年草等の採用を避け、潮風に強いグラスを採用することでメンテナン
スが容易な計画としながら、海から街へと導く涼やかな風になびく草原の風景を生み出しま
す。瀬戸内の島や山の風景とも響き合いながら、海際の環境に適し、風による倒木等の危険
性を無くし、安心して緑陰の居場所を形成します。また、海側を石で構成し、街側を緑化す
ることで、波かぶりから緑を守り、メンテナンスに配慮した計画です。海から守られた花壇
は、市民花壇としても活用でき、人も緑も大切にする計画です。

・港周辺に連続する胸壁と一体となり、高潮や津波から、ターミナル内及び街を守る構造とします。
・人工護岸に土圧を与えない既成杭基礎を備えた鉄骨造とすることで、護岸の補強等のない合理的な計画とし、現　
   場でのコンクリート施工を最小化する海洋汚染に配慮した海にやさしい構造計画とします。
・地場産の間伐材等の小径丸太を敷き並べて天井仕上げ材に活用するなど、水平剛性の安全性を高めるとともに、  
  野地板を不要とした合理的な計画とします。

緑のものがたり

石のものがたり

C, 胸壁を緩やかに包み込む木陰の緑の丘が街とつながる広場
に涼やかな風を運び、木陰の居場所と連携して多彩な市民の方
の活動を支援します。

D, 既存のモニュメントの魅力を引き出すモニュメント広場

既存ターミナルに隣接した北東位置に仮設
ターミナルを設け、利用者の動線を確保して
既存ターミナルの解体を行います。工事ヤー
ドは新設ロータリー付近に配置し、工事用車
両と歩行者の動線を明確に分離します。同時
期に東西の整備も着手します。

東側の駐車場及び駐輪場の整備を先行し、整備
完了後に先行利用できる計画とすることで、工
事中の歩行者の動線を集約し、安全かつスムー
ズに工事・整備が行えるようにします。

既存ターミナルの解体後、ロータリー・旅客ター
ミナルの新築工事及び、東南側ランドスケープ
部分の整備を行います。西側に仮設の駐輪場と
駐車場を設け、利用者の進入口と工事車両の進
入口を分離することで、工事中も安全にターミ
ナルを利用できるように計画とします。

新設ターミナル工事竣工後に仮設ターミナルを
速やかに解体することで、既存施設の解体期間
と旅客ターミナルの工期内に、安全に港全体の
工事を完了できる計画とします。

A, 存知施設に緑の木陰と海際の石舗装を施すことにより、　　　   　　
港の一体的な整備を実現します。

B, 港の石の劇場から緩やかにつながり胸壁を柔らかく包み込む
グリーンベルトが街の歩道に涼しい海の風を運びます。

F, 東に延びる管理通路に面した既存の緑地帯を活用し、既存
階段を少し拡幅し、海を望める広場を設けます。港の居場所
を湾全体に拡幅し、港全体の回遊性を高めます。

予算内で確実に実現するランドスケープデザイン

※概算表

旅客ターミナルでは、港の水面を通じ冷却された
風は、南面の窓から導入され北面のハイサイドラ
イトへ通じる安定した自然換気を生み出します。
上空を流れる海風は、切妻型の緑化屋根に沿うよ
うにして流れ、建物背面に広がる筆影山広場へと
涼しい空気を届け、建物の ZEB Ready 実現にも
屋外環境にも貢献するクールルーフです。

木のものがたり

多様なイベント
に対応できる下
水・ 電 気・Wifi
などの設備を設
け、非常時には
マンホールトイ
レを整備可能。

鉛直面照度を確保することで、誰でも
安心して港を回遊できる夜間景観。

既存施設を活かした
一体的な整備

雨水をむやみに海に放り出
さず、適切に処理する。

木陰の観覧席

地場産のスギの間伐材、小径丸太等を半割し、天井の仕上げとして利用するなど、森林資源の有効
活用につとめ、この場所ならではのあたたかく人々をつつみこむ空間を生み出します。また、しき
つめられた半割丸太は、屋根の水平剛性を高め、野地板を使わないなど、経済性に配慮します。

地場産のスギの間伐材、
小径丸太等の積極活用 小径丸太を半割する 半割した小径太丸をそのま

ま天井の仕上げとします。

残材や石屑を骨材として利用 廃棄物をできる限り出さな
いエコなコンクリート平板

石を薄くスライス

瀬戸内で採石

三原市を海から守る城壁の
ような劇場

3D 快適性 SET*℃

リュウノヒゲ スティパ ダブノキ トベラ
波かぶりからグリーンベルトや
市民花壇を守る石の浮城劇場 みんなで育てる市民花壇

三原城の城壁に
使われている石

テーマ③ : 魅力的でありかつ合理的で実現性の高い施設づくり　　

コストと工程を確実に管理する方法と、その取り組み体制
テーマ③ : 魅力的でありかつ合理的で実現性の高い施設づくり　　

テーマ③ : 魅力的でありかつ合理的で実現性の高い施設づくり　　

スパイラルアップ方式によるコストと工程の確実な管理
設計段階の初期から概算工事費の算出をステップ毎
にチェックすることで、後戻りなく確実にコストと
工程を管理します。

取り組み体制・チームの特徴

phase1 phase2

旅客ターミナルのクールルーフの仕組み

基本設計 実施設計 実施設計

スパイラルアップ方式

設計工程

チェック 設計完了

フィード
バック

居心地の良
い空間づく
りが得意

大規模な
設備計画の
実績が豊富

公共施設の
実績が豊富

建築・構造・
広場の一体的
な計画が得意

管

場場

者ランド
スケープ

環境 電気

監理技術者
総合 機械

積算構造

チーム・イン・チーム方式による多角的な総合力を
発揮する分担業務

胸壁

胸壁

テーマ① : にぎわいづくりに寄与し港が感じられる景観を形成する施設づくり　　テーマ② : 港を訪れた誰もが港内の回遊ができ快適に安心して過ごせる施設づくり　　　

地域の環境に適した耐潮性や耐乾性のある樹種の例

イベント広場・パークに快適な環境をもたらす仕組み
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温度℃新設胸壁

旅客ターミナル

筆影山広場

街

浮城劇場

浮城劇場

グリーンベルト

海風

海風

海風緑化屋根

広場広場広場広場広場
海海

風向きを表す矢
印が、筆影山広
場に面する軒下
空間まで風を運
んでいることが
わかります。

胸壁ライン

イベント広場
パーク

胸壁を柱脚として生かし、屋根と街側の柱脚
をピン接合とする胸壁基礎 2ヒンジフレーム
により、堅牢かつ施工性を高めた合理的な計
画です。

海からの風と植
栽により、周囲
より 3 ～ 8℃ほ
ど低いクールス
ポットが生み出
されていること
がわかります。

街と海を分断する胸壁
を段状に解きほぐし、
海側は石の劇場、街側
はグリーンベルトとし
て溶かしこむことで、
街を守るという胸壁の
役割は保ちつつ、街と
海をなだらかにつなぎ
ます。またこれは、冷
涼な海風を遮ることな
く街へと促す、環境装
置としても機能します。

なだらかな段状に作り替えられたグリーンベルト
と、海風を促しながら木陰をつくる高木が組み合
わさって、その街側には周囲より体感で 3～ 8℃
ほど低いクールスポットが広がり、居心地の良い
広場となります。

風況・外気温シミュレーション

温熱快適性シミュレーション

グリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルグリーンベルトトトトトト

人と街を守りながら、街と海をつなぐ架け橋となる港の拠点

場所に応じて変幻自在に変化できるフレキシビリティにより、市民の方々の意見を踏まえながら回遊性の高いランドスケープを実現

港の安全を守る堅牢かつ合理的で、高潮・津波・洪水に配慮した構造

三原ならではの風景と居場所を地域の力で実現する 石・緑・木のものがたり

フェリーターミナルの機能を守りながら、安全・安心な工事ステップ工程

海風海風

海風


